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福島水素エネルギー研究フィールド（ＦＨ２Ｒ） 

なんとその広さは東京ドーム１０個分以上！ 

１８万㎡の敷地内に設置した２０万ｋ

ｗの太陽光発電の電力を用いて、世界最

大級となる１０万ｋｗの水素製造装置で

水の電気分解を行い、毎時１２ｎ㎥/ｈの

水素を製造、貯蔵・供給。ＦＨ２Ｒで製

造した水素は主に圧縮水素トレーラーや

カードルを使って輸送し、福島県や東京

都などの需要先へ供給する予定。 

福島県浜通り地域等では、東日本大震災及び原子力災害によって失われた産業を回

復するために、国家主導の「福島イノベーション・コースト構想」が進められていま

す。ここでは新たな６つの産業「（廃炉）（ロボット・ドローン）（エネルギー・環境・

リサイクル）（農林水産業）（医療関連）（航空宇宙）」を中心に開発を進め、多額の税

金が使われています。しかし、これらの税金は本来なら復興支援や被害を受けた地元

企業のために使われるべきはずが、実際はそうではありません。多くの大企業が補助

金目当てに福島に進出し、あたかも復興に携わっていると豪語しているのも事実です。 

左側の建物は東日本大震災原子力災害

伝承館、右側の建物は双葉町災害交流

センターどちらも東京電力の資本が入

っている。 

福島水素エネルギー研究所フィールド

に携わる企業も本社が首都圏にある大

企業ばかり。 

復興支援に使われるべき税金が私たちの知らないところ

で大企業に流れている現実を皆さんはどう思いますか？ 


